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北海
道新時代#02★ 　私たちはこれまで、オーバーツーリズムという喫緊

の課題に対し、その要因を多角的に検証し、「分散・分
離・分割」という戦術の先にある「価値創造」にアプ
ローチしてきました。今号では、その議論をさらに一
歩進め、持続可能な未来をデザインするためのＤＭＯ
の羅針盤――すなわち「観光地経営戦略」について、
その在り方を自ら問い直していきます。
　本稿で述べることは、あくまで私たちが現時点で思
い描く姿であり、壮大で、時には青臭い理想論に聞こ
えるかもしれません。しかし、私たちはこの理想から
目を背けることなく、多様なご意見に真 に耳を傾け
ながら、一歩ずつ進んでいく覚悟であることを申し上
げておきます。
　私たち大雪カムイミンタラＤＭＯは、「マウンテン
シティリゾート：旭川大雪」をスローガンに掲げてい
ます。北海道の屋根・大雪山連峰。その雄大な自然は
「癒やしと潤い」を享受させてくれます。北海道第 2
の都市・旭川。その洗練された都市機能は「快適さと
利便性」を提供してくれます。この二つが調和する“こ
こだけ” の特別な地で、観光は地域に何をもたらすべ
きか――。私たちは、その問いに答え続けることこそ
が責任であり、持続可能な未来の姿を形づくる “デザ
イン” だと信じています。
　しかし、前号で考察した「オーバーツーリズム」が
顕在化し、蔓延してしまえば、この美しい景観や地域
住民の暮らし、そして地域の本来の魅力そのものが損
なわれかねません。
　私たちが目指すのは、単に観光客を誘致することで
はありません。地域の本質的な魅力を未来へと守り、
新たな価値を創造し育むことで、「訪れる人」も「住
まう人」も喜びを分かち合える、「『住んでよし、訪れ
てよし』の持続可能な観光地」の実現――。その確か
な基盤の上に立った時、すべての人が笑顔で過ごせる
新しい暮らし “マウンテンシティライフ” がはっきり
と見えてくるはずです。「マウンテンシティリゾート」
という現在地。その先にある「マウンテンシティライ
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深く理解し、尊重する姿勢や行動に他なりません。そ
して、地域の価値に心から “共感” した時、そこから
愛着が芽生え、確かな「絆

きずな

」を育み、観光客を「交流
人口」から、地域と共に生きる「関係人口」へと昇華
させます。「ツーリストシップ」は、真の「パートナー
シップ」を築き上げていくための原動力なのです。
　このように「シビックプライド」と「ツーリストシッ
プ」は、持続可能な観光地域づくりを進める両輪であ
り、その相互作用こそが未来を拓く原動力となりま
す。そのうえで、私たちが常に忘れてはならないのが、
「私たちは、誰ひとり置き去りにしていないか？」と
いう根源的な問いです。シビックプライドを抱く地域
で暮らす人々。この地を初めて訪れる観光客。この地
の価値に共感するファン。あるいは、身体的バリアに
よって旅を諦めている高齢者や障がいのある方々。言
葉や文化の壁を感じる外国人旅行者。そして何より
も、この美しい自然や文化を受け継いでいくべき、未
来の主役である「子どもたち」。すべての人に想いを
馳
は

せ、誰もが輝ける場所を創造し続けていくこと。そ
れこそが、私たちが推進すべき「インクルーシブツー
リズム＊2」の真髄であり、この両輪が目指すべき目的
地なのです。
　そして、その実践こそが、「住んでよし、訪れてよし」
の理想を現実のものとする、持続可能な観光地域づく
りの揺るぎない根幹となります。

フ」という未来――。この美しい未来を、この地域に
関わるすべての人々と「共に創り上げ続けていく」と
いう終わりのない挑戦。これこそが、私たちの使命で
あると固く信じています。そして、使命の先に見据え
るビジョンこそが「心通わせるコミュニティの中で、一
人ひとりの笑顔が満ち溢

あふ

れる光景」であり、私たちが
地域全体でデザインしていくべき「未来の姿」なのです。

1  　持続可能な観光地域づくりとは（シビックプライ
ドとツーリストシップという両輪）
　それでは、この壮大な使命を果たすために、私たち
は何から始めるべきなのでしょうか。その答えは、私
たちが目指す「『住んでよし、訪れてよし』の持続可
能な観光地域づくり」の核心を理解することにありま
す。すべての人が笑顔で過ごせる新しい暮らし「マウ
ンテンシティライフ」を地域全体でデザインしていく
ためには、観光がもたらす経済的な恩恵を地域へ還元
するだけではなく、「訪れる人」も「住まう人」もす
べての人たちが、一人ひとりの暮らしを深く尊重し、
この地だけが持つ自然・文化・風土を未来へと守り育
んでいく――この共有された決意という「核心」から、
決して欠かすことのできない「 2 つの重要な柱」が、
くっきりと姿を現すのです。
　一つは、地域に住まう側の視点、「シビックプライド」
の醸成です。それは、私たち住民が自らの地域に抱く、
誇りと愛着、そして “自信” に他なりません。心から
の「おもてなし」とは、この「シビックプライド」を
源泉として、溢れ出るものなのです。さらに、観光客
との良好な交流を通じて、私たち自身が、自らが暮ら
す地域の価値を再発見した時、「シビックプライド」
は深化し、揺るぎない “確信” へと変わります。この
確信こそが、「おもてなし」を成熟させ、唯一無二で
持続可能なものとする原動力なのです。
　もう一つは、地域を訪れる側の視点、「ツーリスト
シップ＊1」の促進です。それは、訪れる一人ひとりが
「責任ある訪問者」として、その地域の自然や文化を

＊ 1  　ツーリストシップ（旅行者が持つべき心構え）
　　 旅先に配慮したり、貢献しながら、交流を楽しむ姿勢やその行動の

ことで、（一社）ツーリストシップが商標登録（一般言語化を目指す）。
私たちDMOは、この理念が、住民の「シビックプライド」と響き
合うことで、持続可能な観光地が実現すると考えている。

＊ 2  　インクルーシブツーリズム（誰ひとりも置き去りにしない観光）
　　 旅行者の不安や障壁などを取り除くだけでなく、多様な人々や

地域住民が共に尊重され、参加できる観光を目指す考え方。私
たちDMOは、この理念が、「住んでよし、訪れてよし」の観光
地を実現するための根幹と考えている。
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2  　持続可能な未来をデザインするための羅針盤（観
光地経営と観光地戦略の共鳴軸）
　私たち大雪カムイミンタラＤＭＯの使命――「マウ
ンテンシティライフ」という未来――。この美しい未
来を、この地域に関わるすべての人々と「共に創り上
げ続けていく」という終わりのない挑戦。この挑戦には、
確かな羅針盤が必要です。私たちは、その羅針盤が「観
光地経営戦略」であると考えます。これは単に私たち
だけの想いではありません。国（観光庁）も、ＤＭＯ
の登録要件として、科学的根拠に基づく「観光地経営
戦略」の策定を明記しています。観光地経営戦略とは、
ＤＭＯがマネジメントやマーケティング等を行うエリ
アが、中長期的（ 4 ～ 5 年間）に目指すビジョン及び
ビジョンを実現するための具体的な戦略のことであり、
まさに「未来をデザインする羅針盤」なのです。
　では、その羅針盤はどのようにしてつくられるので
しょうか。その は私たち自身の名前「ＤＭＯ」に示
されています。ＤＭＯとは、Destination Management 
/ Marketing Organizationの頭文字です。最近では「観
光地域づくり法人（ＤＭＯ）」と表記されることが多
いのですが、私たちは、この「Ｍ」が表す二つの「Ｍ」
が持つ機能、すなわち「マネジメント（観光地経営）」
と「マーケティング（観光地戦略）」こそが、互いを
増幅させ合う「共鳴軸」となることで、観光地経営戦
略が羅針盤としての機能を果たし、航路を照らすこと
ができるのだと考えております。

【観光地経営：ビジョンを形にする、持続可能な基盤】
　「心通わせるコミュニティの中で、一人ひとりの笑
顔が満ち溢れる光景」――これこそが、私たちがこの
地で実現したい “マウンテンシティライフ” の理想の
姿です。このビジョンを形にするため、私たちは「観
光地経営（ディスティネーション・マネジメント）」
を推進します。それは、地域全体を一つの事業体とし
て捉え、「『住んでよし、訪れてよし』の持続可能な観
光地」の構築に向けた、活動の基盤となるものです。

　持続可能な観光地づくりは、行政はもとより観光事
業者や関係団体、そして地域住民といった多様な関係
者とともに、観光客の急激な増加が引き起こす地域社
会や環境への負荷を軽減し、地域全体のバランスを保
ちながら進めていく必要があります。私たちはその意
思表示として、「JSTS-D（日本版持続可能な観光ガイ
ドライン）」に登録しました。このガイドラインでは、
観光地を環境・社会・経済の 3つの側面から測定・評
価し、改善していくことが求められています。正直なと
ころ、ガイドラインが示すすべての基準、特に地域全
体での連携を求められる項目をすぐに高いレベルで達
成することは、決して容易なことではありません。私た
ちもそのハードルの高さを認識しています。だからこそ、
私たちはJSTS-Dを完璧な達成目標として掲げるのでは
なく、地域の環境保全と利活用、住民生活の質の向上、
経済活性化とオーバーツーリズムの未然防止・解消と
いったテーマに対し、地域全体で取り組んでいくため
の「共通のものさし」として活用しながら、着実に進
めることを目指します。ビジョン実現に向けて重要なの
は、この 3つのバランスのとれた発展なのです。
　また、持続可能な観光地づくりの真髄である「イン
クルーシブツーリズム」の実践も、言うまでもなく観
光地経営の重要な柱です。私たちは「インクルーシブ
ツーリズム」を、単なるアクセシビリティ改善（利用
しやすさの向上）とは捉えていません。その先にある、
「心通わせるコミュニティ」を創り上げることこそが、
本質的なゴールであると考えます。その実現のため、
すべての人が参加しやすい環境を整えることが大切で
す。私たちの地域では、自治体や関係団体、民間事業
者などによるバリアフリー化や多言語対応など重要な
取り組みが進められてきております。私たちＤＭＯの
役割は、このような方々としっかりと連携し、一人ひ
とりに地域の魅力を届けること。そして、観光による
恩恵が広く地域にいきわたり、地域全体が活性化する
よう観光地経営をデザインしていくことです。その先
に、本質的ゴールとして掲げた、私たちが地域に関わ

■ DMOの使命：持続可能な未来のデザイン　～その航路を照らす「観光地経営戦略」という羅針盤～ ■
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るすべての方々と共に創り上げる「心通わせるコミュ
ニティ」が生まれます。そこには、一人ひとりが自分
らしくいられる「居場所」があり、ここに関わること
で自己実現さえできる、そのコミュニティこそ、「住
んでよし、訪れてよし」が実現された、持続可能な観
光地の理想の姿なのです。

【観光地戦略：共感から絆へ、持続可能な循環】
　ビジョンを形にするためには、「観光地経営」によっ
て活動の基盤を築くだけでは十分ではありません。私
たちは、この地域が持つ素晴らしい価値を、多くの人々
に知っていただく必要があります。地域の魅力をあま
ねく伝え、多様な人々との出会いを創出する誘客促進
の重要性は言うまでもありません。しかし、私たちが
推進する「インクルーシブツーリズム」の観点では、
そのアプローチは単なる宣伝広告や無差別な集客行動
とは明確に一線を画します。それは、データ分析といっ
た科学的根拠に基づき、この地の価値――マウンテン
シティライフ――を心から尊重し、深く「共感」して
くれる「共創のパートナー」を見つけ出すための戦略
なのです。
　ここで言う「共創のパートナー」とは、地域と共に
未来を歩む可能性を秘めた人たちを意味します。ツー
リストシップを理解・実践し、地域の価値に「共感」し、
その一つ一つの共感を紡ぎ、「愛着」で染め、確かな「絆」
を織り上げていきます。その結果、観光客としての「交
流人口」から、地域と共に生きる「関係人口」へと昇
華し、「シビックプライド」を共有する「心通わせる
コミュニティ」の一員となっていくのです。
　この「共感」を紡ぎ「絆」へと織り上げる循環のプ
ロセスこそ、もう一つの「Ｍ」、すなわち「観光地戦
略（ディスティネーション・マーケティング）」の真
髄です。絆で結ばれた人々がもたらす新しい視点や活
力、経済的な恩恵は、再び地域を潤し、新たな魅力を
創造する源泉となります。共感が絆を育み、絆が地域
を豊かにし、豊かになった地域がまた新たな共感を呼

ぶ。この絶え間ない好循環を生み出すことも、私たち
の役割と言えます。
　さらに、「観光地戦略」から得られる科学的根拠は、
「観光地経営」のデザインそのものにフィードバック
され、基盤をより強固なものへと進化させます。「観
光地経営」という確かな基盤と、「観光地戦略」によ
る循環。この二つの力が相互に作用し、進化し続ける
好循環を生み出すこと。それこそが、私たちの羅針盤
となる『観光地経営戦略』なのです。「観光地経営」
と「観光地戦略」。この二つが強く共鳴し合う時、私
たちの羅針盤は「マウンテンシティライフ」という未
来へ向け、その航路を確かな光で照らし出します。

【北海道の真ん中で、未来の暮らしをデザインする】
　北海道の屋根・大雪山連峰の麓に広がる、雄大な自
然と洗練された都市機能。その二つが調和する北海道
の「真ん中」。「ハートオブ北海道（The Heart of 
Hokkaido）」と呼ぶべきこの地なら、誰もが夢見る「新
しい暮らし」を形にできるはずです。
　私たちが申し上げてきたことは、理想論に過ぎない
のかも知れません。実際の取り組みの中で、時には厳
しいご意見をいただき、反省や見直しの場面も多く、
試行錯誤の連続です。それでもなお、この地に暮らす人、
この地を愛するすべての方々と共に、持続可能な未来
をデザインするため、「観光地経営」と「観光地戦略」
――この二つの柱を両輪として機能させながら、地域
の価値を守り、高めていく航海を続けてまいります。
　今ここに生きる私たちだけでなく、次の世代にも誇
れる地域であり続けるために…。
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